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１．はじめに

2023年9月11日、本学大学経営戦略会議において「岡山大学高等先鋭研究院」の設置を決
定しました。

岡山大学高等先鋭研究院は、本学の4研究所

・資源植物科学研究所（倉敷市）

・惑星物質研究所（鳥取県三朝町）

・異分野基礎科学研究所（岡山大学津島キャンパス）

・文明動態学研究所（岡山大学津島キャンパス）

を集約し、岡山大学の強みある研究領域の更なる強化と、これに伴うイノベーション創出の
更なる推進を目指し、研究力の卓越性と厚みを育成するためのシステムとして設置します。
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岡山大学高等先鋭研究院の院長は那須保友学長が、副院長はG研究機構長*を務める
佐藤法仁副理事・副学長・URAと4研究所の平山隆志所長、芳野極所長、沈建仁所長、松
本直子所長の5名が務めます。

那須保友院長
（学長・法人の長）

佐藤法仁副院長
（G研究機構長）

平山隆志副院長
（資源植物科学研究所長）

芳野極副院長
（惑星物質研究所長）

沈建仁副院長
（異分野基礎科学研究所長）

松本直子副院長
（文明動態学研究所長）

＊岡山大学グローバル最先端異分野融合研究機構（G研究機構）
文部科学省「研究大学強化促進事業」において創設した研究群を育成するための専門機構。10年間の研究大学強化促
進事業（昨年度終了）における育成ノウハウを次に活かすため、高等先鋭研究院との密な連携によって岡山大学におけ
る研究・イノベーション力の「厚み」を担っていきます。なお、G研究機構長は高等先鋭研究院の副院長を兼任し、マネジ
メントの俯瞰も担保しています。
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２．岡山大学高等先鋭研究院について

岡山大学高等先鋭研究院は、研究拠点の形成ではありません

卓越、イノベーション創出、流動、育成を兼ね揃えたシステムとして運用

＜前提＞

我が国初の試み
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高等研究機構/院、それら類似組織

高等研究機構
高等研究院等

著名な招聘研究者
（ノーベル賞受賞等）

学内の著名な研究者
（退職者含む）

WPIなどの組織 強みある学内組織

「箱」としての役割

強みをひとつにまとめるための組織。卓越の点では
秀でているが、入替戦（流動性）や産学共創（イノ
ベーション性）、育成は薄い。

岡山大学高等先鋭研究院

高等先鋭研究院
（仮）

G研究機構

「システム」としての役割

入替（流動性）

学部、大学院、
センターなど

育成

強みをひとつにまとめるための組織「箱」だけの役割
ではなく、入替を含めた育成（流動性）や文部科学省
施設整備事業*とリンクした産学共創サポート（イノ

ベーション性）、研究群の育成などを組み入れた「シ
ステム」としての役割。
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＊文部科学省「地域中核・特色ある研究大学の連携による産学官連携・共同研究の施設整備事業」採択と今後の取組概要について
https://www.okayama-u.ac.jp/up_load_files/press_r5/press20230524-1-2.pdf
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https://www.okayama-u.ac.jp/up_load_files/press_r5/press20230728-1-2.pdf



私たちは大学が地域と地球の未来を共創し、世界を革新させ、持続可能な社会を実現さ
せる力があることを信じています。

今後も岡山大学長期ビジョン2050「地域と地球の未来を共創し、世界の革新に寄与する
研究大学」の実現に向け、「知」と「技」の結集によりアカデミアが、地域と社会の変革を先
導する気概を持った地域の特色ある研究大学として、さまざまな課題に挑戦します。今回
の岡山大学高等先鋭研究院も、その実現のためのひとつの仕組み（システム）です。

今後も岡山大学の挑戦と変化にご期待ください。

【本件お問い合わせ先】
国立大学法人岡山大学
研究協力部研究協力課
TEL：086-251-7115
E-mail：innovation◎adm.okayama-u.ac.jp

７（終）


